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では，原生生物の Euglena gracilis の生体高分子混合物の非分離解析をおこなった。ま












本研究でも同様に，13C および 15N による安定同位体標識を E. gracilis におこなっ
た。安定同位体標識した細胞を単離精製を経ることなしに固体 NMR スペクトルの計
測へと供した。13C, 15N, および 31P スペクトルは，細胞内分子の各元素の化学種プロ
ファイルを示した。シグナルのオーバーラップから各成分への帰属が困難であったた
め，多次元 NMR 法によるシグナルの帰属をおこなった。その結果、特に 13C-13C 多
次元相関 NMR スペクトルから各シグナルを生体高分子へと帰属することができた。 
化学シフトによる分離が困難な成分は，物性の違いを利用したシグナルフィルタを
用いた。固体 HSQC 法は，磁化移動に INEPT を使うが，一方， double-CP 法では，
磁化移動に交差分極を使う。固体 HSQC スペクトルでは，コヒーレンスの寿命の違い
から分子運動の大きい脂質由来のシグナルのみが得られたが，一方，double-CP では，
運動性の低い多糖類結晶である paramylon や蛋白質および脂質の信号が得られた。 






することが確認できた。High-Resolution MAS 法を組み入れた 13C NMR スペクトルに
よる代謝プロファイルからは，高アンモニア条件で培養した細胞には，全体的にアミ
ノ酸が豊富に存在し，特に ornithine 濃度が高いことが確認できた。 





存在した。別報では E. gracilis は，arginine dihydrolase 経路を有することが報告されて
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論文審査結果の要旨 




























おこなった単細胞緑藻である parachlorella kessleri の例が示された。また，この藻類
では，貯蔵多糖がデンプンである点と，アンモニア濃度に対応して，タンパク質と脂




























最後に，英語能力について，提出論文の general introduction と general discussion
を独自で執筆したことを確認し，発表で使用したスライドの内１枚を使用して英語で
プレゼンテーションおよび質疑応答をおこなうことで申請者の英語能力を判定した。




introduction と general discussion の内容から，副詞および定冠詞の用法の誤りに関し
て指摘があったため，これらを訂正後，最終論文として提出することになった。しか
しながら，総合的には論理的に記述されていると判断された。 
以上の通り，本論文審査から，専門分野や関連分野の知識，また英語能力に関して，
学位取得に足るものと評価され，4 名の審査委員は申請者の小松功典氏が博士（理学）
の学位を授与されるのに相応しい資質を備えていると判断した。 
